
市民活力推進・教育委員会資料

平成２０年３月１１日 

教育委員会事務局 

市立中学校における体育授業中の事故について 

 

１ 当該校  横浜市立港南台第一中学校  校長 大場 裕二 
港南区港南台６丁目６－１  電話８３２－００２０ 

   在籍生徒数  ５２８人   教職員 ３２人 
 
２ 事故の発生状況 

平成２０年２月２８日（木）、当該校グランドにおいて、２年男子の体育実技の授業の中で、

フライングディスクを使った練習を行っていた。 

１１時１０分、練習中、関係生徒が用具ケースに入っていた砲丸を投げたところ、フライ

ングディスクを追いかけていた同級生徒の頭に当たり、重傷を負った。 

１１時１３分、学校は救急車を要請し、病院に搬送し、保護者に連絡した。そして生徒に

必要な指導を行った。学校は、１５時４５分、警察に説明した。 

 
３ 事故後の学校並びに教育委員会の主な対応   

３頁以下のとおり 

 

４ 受傷生徒の経過・状況  

  ２月２８日（木）頭蓋骨陥没骨折、入院、手術。鎖骨脱臼。快方に向かっている。 
現在入院加療中。 

 
５ 発生時（２月２８日）の対応上の問題点  

①体育用具・器具の保管・管理が十分でなかったこと 
 ②警察への説明が１５時４５分になったこと  
  
①体育用具・器具の保管・管理が十分でなかったこと 

体育用具・器具について、通常の点検は行われていたものの、細部に渡る確認と、砲丸の

管理が十分でなかったこと。 
【砲丸の状況】  

保有総数   ６個 （鍵のかかる、体育倉庫・体育倉庫内ロッカー・職員室ロッカーに保

管。直径約8.5cm～9.5cm） 
〈該当の砲丸〉 

ア 2.72㎏ １個 四角い段ボールケースに入れられた状態で、フライングディスクの 

入った衣装ケース内（体育倉庫内） 
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〈その他の砲丸〉 
イ 5.46㎏   １個 職員室体育科教諭ロッカー内 
ウ 2.72㎏   １個  体育倉庫内陸上部ロッカー内 

エ ４㎏     １個  体育倉庫内陸上部ロッカー内 
オ ５㎏     １個 体育倉庫内陸上部ロッカー内 

カ ４㎏  １個 体育倉庫内（別途施錠の収蔵備品ロッカー内） 

〈なお、当該校は３月３日（月）に、緊急自主点検を実施し、その結果「カ」の砲丸

の所在が判明〉 

     
②警察への説明が１５時４５分になったこと 

教育委員会では、重大な事故が発生した場合、救急対応のほか、警察への通報や連絡を行

うよう指導してきた。当該校においても、このことは学校の取り決めとして確認されていた。

今回、行為が生徒によって行われたことから、学校で一定範囲の事実把握を行い、重傷を負

った生徒の保護者への説明・謝罪等の対応、行為を行った生徒への指導等を優先した経緯が

ある。 

このような対応と混乱の中で、時間がかかったものととらえている。 

＊ なお、公表が深夜になったことについては、このような事実把握に基づく保護者への謝罪

や説明、行為を行った生徒・保護者への対応等に時間を要し、また、公表について、両家

庭の保護者に理解を求めていたことが、理由である。 
 
６ 再発防止に向けての取組み状況 

２月２９日（金） 

「安全指導及び器具・用具等の管理の徹底について」市立全校に通知した。 

３月４日(火) 

小学校長会役員会、中学校長会総会にて小中学校教育課長が状況説明と警察等関係機

関との迅速・的確な連携、再発防止について指導した。 

３月５日（水）から３月７日（金） 

砲丸等、投てき競技用具の保管・使用等に関する安全点検緊急調査を実施した。 

３月中旬 

危機管理体制の再点検を以下のように行う。 

・ 運動活動時等における安全の手引きの見直しを行う。 

・ 通常の安全点検に加え、通知に基づいた緊急チェックリストを作成し、安全確認

を実施する。 

 

今後、研修会や区校長会で、調査結果や具体的な事例をもとに、指導主事による指導を進

める。 
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３ 事故後の学校並びに教育委員会の主な対応 
 

 

２月２８日（木） 
１１時０５分 ３校時授業開始。 
１１時１０分 受傷生徒の頭部に砲丸が当たり、関係生徒らが指導教諭に急報。 
１１時１３分 校長、養護教諭らを中心に救急対応を開始。副校長が救急車を要請。 
１１時２２分 校長は小中学校教育課に事故発生を急報。 
１１時２７分 養護教諭付添いのもと、受傷生徒を救急車で病院に搬送。 
１１時３０分 校長は健康教育課に事故発生を急報。 
１１時３０分 体育科職員らが砲丸の位置を確認後、職員室に運び校長室に保管。 
１１時３３分 副校長は、当該教諭を立ち会わせ、発生場面を目撃した生徒たちから聴取し、発生状況

を校長に報告。 
～１１時５０分 

 
１１時４３分 健康教育課長は教育長に事故が発生したことを知らせた。 
１１時５０分 校長は学校を出て病院に向かった。 

～１２時０５分 

 
１２時０５分 校長が、受傷生徒保護者に説明と謝罪。 
１２時１０分 副校長は、関係生徒保護者に、関係生徒と病院に向かうように依頼。 
１２時１０分 健康教育課長が、近隣校に出張中の健康教育課指導主事に当該校へ行くように指示。 
１２時４０分 校長は、関係生徒と保護者が、受傷生徒保護者に謝罪する場面に立ち会う。 

～１３時１０分  
 
１２時５０分 養護教諭が、関係生徒、保護者の状況から、病院への職員派遣を副校長に要請。 
１２時５０分 駆けつけた健康教育課指導主事（１人）が、副校長と指導教諭から概要を聴取。 

～１３時３０分    （発生状況や傷病状況の聴取、生徒へのケアの必要や記録作成等の指示）  
 
１３時２５分 校長が病院から帰校し、健康教育課指導主事に受傷生徒の状況を説明。 
１３時３０分 校長は、予定されていた別件課題について１年学年集会で指導。 

～１４時００分  
   

１３時３０分 健康教育課指導主事、別の学校での対応のため学校を出る。 
（教委に電話にて状況報告）        

 
 
 



１４時０５分 小中学校教育課指導主事（２人）が学校到着。対応開始。 
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～１６時１２分 

 
１４時１５分 校長は、学校を出て病院に到着。 

手術の開始を待つ。 
１４時４０分 校長の方針に従い、副校長は部活 

動の中止を指示し、全生徒を下校 
させた。 

１５時３５分 校長が病院から帰校。 
１５時４５分 副校長は、警察署に事故発生状況 

を説明。 
１６時頃   受傷生徒に対する手術開始。 
１６時３０分 校長は、当該教諭、体育教諭等から 

事情聴取。その途中、ＰＴＡ役員会 
に出席し、事故発生の状況について 
説明。 

～１７時４０分   
 
１７時４０分 校長及び職員３人は、学校を出て、病院に向かう。 
１８時３０分 副校長は来校した警察署員３人に対応し、砲丸を提示し説明。 
１９時    受傷生徒の手術終了。 
１９時００分 小中学校教育課指導主事（２人）が、状況の継続把握と対応の確認。 

○１４時０５分～１４時４０分 
・副校長及び当該教諭から事故の発

生状況の確認 
・生徒の傷病状況の把握      

○１４時４５分～１５時１２分 
・当該教諭とともに現場と用具の管

理状況の確認を行う。 
○１５時３５分～４５分       

・学校長に警察への連絡を助言し、

説明内容を協議確認する。    

○ １５時５０分～１６時１０分 
・今後の対応、保護者対応について

確認する。 

○１９時００分～２２時００分 
・関係生徒及び保護者の状況の把握 
・砲丸の管理状況の詳細について確認

・手術後の傷病状況の把握 
 
○２２時００分～２３時３０分 
・公表に向けた学校の対応を指示 
 
○２３時３０分～２５時４５分 
・他の生徒への説明等、今後の対応に

ついて協議。 

～２５時４５分 

 
２０時３０分 校長は、病院から帰校。 
２２時５７分 校長と副校長は、受傷生徒宅を家庭 

訪問し、入院中の受傷生徒の容態を 
確認し、事故の公表について説明。 

２３時３０分 校長と副校長は、関係生徒宅を家庭 
訪問し、状況を説明し、事故の公表 
について説明。 

２３時３０分 教育委員会が公表。 
２３時５０分 校長、副校長が家庭訪問から帰校。 
２５時４５分 指導主事が学校への指示を終了。 

以後、学校は継続して対応を行った。 
 
２月２９日（金） 
８時４０分 校長は２年生に学年集会で状況を説明。 

９時５０分 教育相談課指導主事（１人）カウンセラー（２人）が学校を訪問・対応。 
～１４時１０分 

 



１０時００分 副校長は、港南警察署の実況検分に対応。 
１０時３０分 小中学校教育課指導主事（１人）が、学校を訪問・対応。 

～１４時００分 

１５時過ぎ   関係生徒と校長、副校長、教員が病院を訪問。 
 
３月１日（土） 
９時００分 教育相談課指導主事（２人）カウンセラー（６人）が学校を訪問・対応。 

～１３時００分 

１５時過ぎ   関係生徒と校長、副校長、教員が病院を訪問。 
 

３月２日（日） 
９時００分 教育相談課指導主事（２人）カウンセラー（４人）が学校を訪問・対応。 

～１４時００分 

 
３月３日（月） 
８時４５分 校長が、１、２年生に対してテレビ放送で、事故と今後の対応について説明。 
９時００分 校長が、３年生に対してテレビ放送で、事故と今後の対応について説明。入試についても

指導。 

９時００分 カウンセラー（２人）が学校を訪問・対応。 
～１７時００分       

１８時過ぎ 関係生徒と校長、副校長、教員が病院を訪問。 
 
３月４日（火） 
９時００分 カウンセラー（２人）が学校を訪問・対応。 

～１７時００分 

１０時１０分 教育相談課指導主事（１人）が学校を訪問・対応。 

～１３時００分       

１５時５０分 小中学校教育課指導主事（２人）が、学校を訪問・対応。 

～１８時００分        

１７時００分 小中学校教育課指導主事（１人）が、学校を訪問・対応。 

～１８時４５分        

１８時３０分 関係生徒と校長、副校長、教員が病院を訪問。 

  

３月５日（水） 〈教育相談課の対応内容〉 
９時００分 カウンセラー（２人）が学校を訪問・対応。 ・ 教職員への心理教育の実施 

・ カウンセリングの実施 ～１７時００分       

  
３月８日（土） 〈小中学校教育の対応内容〉 
１４時００分 保護者・地域関係者説明会実施。 ・ 事故発生及びその後の状況の

対応についての再確認 ～１５時４０分 

１４時００分 カウンセラー（２人）が学校を訪問・対応。 ・ 中学校保健体育科の安全な授

業実施に向けての指導 ～１７時００分 
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